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広
島
県
医
師
会
主
催
、
日
本
医
家 

芸
術
ク
ラ
ブ
広
島
支
部
後
援
の
第
42 

 

回
広
島
医
家
芸
術
展
が
、
平
成
23
年 

２
月
８
日
～
13
日
ま
で
、
広
島
県
民 

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

出
品
は
絵
画
27
点
、写
真
21
点
、
書
５
点
、 

彫
刻
・
他
６
点
、
合
わ
せ
て
59
点
の
多
彩
な
作

品
。 絵

画
の
部
で
は
、
赤
松
和
彦
、
天
瀬
裕
康
、

江
川
政
昭
、
中
澤
彪
、
新
本
稔
、
写
真
の
部
で

は
碓
井
静
照
、
斎
藤
泰
造
、
鷹
橋
靖
幸
、
彫
刻 

     

の
部
で
は
杉
村
功
、
工
芸
の
部
で
は
林
和
也
の

各
氏
が
出
品
さ
れ
た
。 

 

（
江
川
政
昭
・
記
） 

 

“
医
学
会
総
会
の
イ
ベ
ン
ト
”
に 

 
 
 

会
頭
賞
や
式
場
隆
三
郎
賞 

 

中
止
に
な
っ
た
ソ
シ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、

準
備
段
階
で
出
品
者
へ
の
表
彰
状
が
用
意
さ
れ

て
い
て
、
３
日
に
開
か
れ
た
会
合
で
各
部
の
選

考
を
依
頼
（
投
票
）、
こ
の
ほ
ど
受
賞
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。 

 

会
頭
賞
は
洋
楽
部
門
で
萩
野
仁
志
、
飯
塚
崇

志
、
松
木
耀
子
。
写
真
部
門
は
岩
瀬
光
、
竹
腰

昌
明
、
大
武
省
三
。
書
道
部
門
は
大
西
正
一
、

小
口
英
世
。
美
術
部
門
は
浅
谷
浩
正
、
山
崎
嘉

弘
、
白
矢
勝
一
。
式
場
隆
三
郎
賞
は
新
関
寛
二

（
書
道
）、
新
井
隆
彦
（
写
真
）、
日
高
歐
子
（
美

術
）
ら
。
こ
の
ほ
か
、
東
京
都
医
師
会
長
賞
、

太
田
委
員
長
賞
な
ど
多
数
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

邦
楽
部
懇
親
会
は
暫
時
見
合
わ
せ 

２
月
の
反
省
会
で
、
今
年
度
の
「
邦
楽
祭
」

の
中
止
と
、
来
年
以
降
の
継
続
開
催
を
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
折
り
、
今
期
を
空
白
で
過
ご
す

こ
と
な
く
、
持
ち
芸
を
披
露
し
あ
う
懇
親
会
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
震
災
も
あ
り

具
体
化
は
夏
以
降
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。 

◇
寄
贈
図
書 

99
歳
の
詩
人
・
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
詩
集
『
く

じ
け
な
い
で
』
が
、
写
真
部
の
関
口
直
男
先
生

か
ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
栃
木
出
身
。
大

震
災
被
災
者
へ
「
く
じ
け
な
い
で
」
と
声
援
し

ま
す
。 

新
入
会
員
（ 

）
は
紹
介
者 

◎
小
林
信
や 

〒
381-

８
５
６
７ 

長
野
市
上

野
２-

４
７
７ 

国
立
病
院
機
構 

東
長
野
病

院 

美
術 

 

重
症
心
身
障
害
医
療 

◎
中
野
義
宏 

〒
187-

０
０
２
５ 

東
京
都
小

平
市
津
田
町
１-

４-

８ 

写
真 

 

産
婦
人
科 

（
白
矢
勝
一
） 

 

 

 
  

絵画や工芸など多彩な作品 

 

総
会
の
お
知
ら
せ 

 

各
部
の
イ
ベ
ン
ト 

 

２
～
３
頁
に
あ
り
ま
す 

年会費の未納

会員にお願い
 
 新年度がス

タートしまし

た。できるだ

け早めに納付

を。振替用紙

はご連絡しだ

い送ります。


